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　　　　　　　　イ ン クル
ー シ ブな学校づ くりの 研究

一 大阪の 「原学級保障」 とイ ギ リス の 「特別なニ ー ズ教育」 の 実践一

原 田 　琢也 （金城学院大学）

1 ．問題の 所在

　2012 年 7 月 ，中央教育審議会初等 中等教

育分科会 ・特 別支援教育 の あ り方に 関する特

別委員会 は ，「共生 社会の 形 成に 向け たイ ン

クル
ー

シ ブ教育 シ ス テ ム構築 の ため の 特別支

援教育の 推進 （報告 ）」 （以 下 ，
「報告 」 と略

記す る） をま とめ， 日本が今後 イ ン ク ル
ー

シ

ブ教育 へ と向か うこ とを提言 し た。報告 は，

障害 の ある者 とな い 者 が 「同 じ場で 共に学ぶ

こ とを追求 す る」 と しなが らも ， 個の ニ
ーズ

に応 え るため には 「多様な学び の 場」 の 創設

が重要で ある とした。

　 しか し ， 特別 支援学校や特別支援学級に 在

籍す る児童 生徒数 が激 増 して い る今 日の 状況

を顧 み る と，「報告」 の 示 す方 向性 で は，分

離 ・別 学に ますます拍 車が か か り，現実 を イ

ン クル
ー

シ ブ教育が 目指す 「共 に学ぶ 」 方 向

か ら遠 ざけ る こ とにな る こ とが懸 念 され る。

　マ
ー

サ ・ミ ノ ウは ，
こ の よ うな差異 を め ぐ

る葛藤状況を 「差異 の ジ レ ン マ 」（dilemmas　of
difference） と呼ん だ 。本研 究 で は ，既 に 障

害の あ る者 とな い 者が 通常学級で 共 に 学ぶ 実

践 を行 っ て い る大 阪 の 「原 学級保障」 の 実践

とイ ギ リス の 「特別 な ニ
ーズ教育」 の 実践に

注 目 し，それぞれ の 特徴を明 らか にす る 。

2 ．調査の 概要

　報告者は ，2014 年 4 月か ら大阪市立 A 小

学校 と B 中学校で 継続的に フ ィ
ール ド調査 を

行 い
， 観察や 教職員 へ の イ ン タ ビ ュ

ーを行 っ

て きた 。 訪 問回数 は 2015 年 7 月 時点で そ れ

ぞれ 16 回 に及ぶ 。

　一方，報告者は 2015 年 2H にイ ギ リス 西

部 の エ ク セ タ
ー

に あ る C 小学校 （primary
school ） と D 中等学校 （secondary 　school ）に 2

日間ずつ 訪れ ，授 業 を中心 に子 どもたち の 様

子 を観察する とともに，特別 な ニ
ーズ教育 コ

ーデ ィネー
タ
ー （SENCO ） を は じめ ， 教師

やテ ィ チ ャ
ー ・ア シ ス タン ト （TA ） にイ ン

タ ビ ュ
ー

を行 っ た ，

3 ．調査結果

（1 ） 大阪 の 「原学級保障」 実践

　 「原学級保 障」 とい う言葉 は ，大 阪府 ・大

阪市の 教育現場で イ ン フ ォ
ー

マ ル に流布 され

た 言葉で あ り，公 的 な もの で はな い 。大阪府

・大阪 市に は 熱心 に解放教育 （同和 教育）が

取 り組 まれ た きた歴 史的経緯があり，その 流

れの 中で ，障害が ある児童生徒 とない 児童生

徒 を分離せ ず 「共 に学ぶ 」 試み が続 け られ て

き た 。
「原 学級保障」 が行わ れて い る学校で

は ，特別支 援学級 に在籍す る児童生徒 （以下，

「在籍児童生 徒」 と略記す る） は通常学級で

共 に学んで い る。

　  A 小学校

　A 小学校は全校生徒 263 人 ，その 内，在籍

児童 は 50 人で あ る。学級数は ， 通常学級各

学年 2 学級 の 計 12 学級，特別支援学級は 8

学級で あ る 。 在籍児童以外 に ，何 ら か の 課題

が見 られ る，い わ ゆる 「グ レ
ーゾー

ン 」 の 子

どもたちが 30 人い る 。

　学 校 目 標 は 「す べ て の 子 ど も の 学 習

権 を 保 障 す る 」 で あ る 。子 ど も を 誰
一

人 排 除 し な い こ と を モ ッ ト
ー と し て い

る 。 そ れ を 達 成 す る た め に ， す べ て の

子 ど も を ， す べ て の 大 人 で 見 る 体 制 が

整 え られ て き た 。 そ れ 以 外 に も ，
「た

っ た
一

つ の 約 束 」 「4 つ の カ 」 と い っ た

分 か りや す い 行 動 指 針 ， 「や り 直 し 」

と 呼 ば れ る 指 導 シ ス テ ム ，毎 週 行 わ れ

る 全 校 道 徳 ，年 3 回 の 全 校 で 取 り組 む

コ ン サ
ー

トな ど，独 自 の 仕 組 み や カ リ

キ ュ ラ ム を つ く り上 げ て き た 。 課 題 を

持 つ 子 ど も を 多 く受 け 入 れ な が ら，開

校 以 来 9 年 間 ，不 登 校 ゼ ロ が 続 い て い

る。

　 し か し ， こ こ 数 年 ， A 小 学 校 の 包 摂

的 な 学校 づ く り が 評 判 に な り， 「在 籍

児 童 」 を 含 め ， 課 題 の あ る 子 ど も の 比

率 が 高 ま り つ つ あ る 。 特 に ， 現 1， 2

年 生 は 2014 年 か ら 導入 され た 学 校 選

択 制 の 影 響 も あ り ，教員 の 負 担 は 以 前

に も増 し て 大 き くな っ て い る よ う に 見

え る 。 さ ら に
，

2015 年 4 月 よ り，校

長 は じ め 教 員 の 約 半 数 が 人 事 異 動 で 入

れ 替 わ っ た こ と は ， A 小 学校 に と っ て

大 き な 試 練 と な っ て い る 。

　  B 中学校

　 B 中学校 は ， 現在B 小中
一

貫校の
一

部 と し

て あ り，本 報告で はそ の 中学校 に焦点を絞る 。

・182一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soclety 　of 　Educatlonal 　Soclology

B 中学校 は ， 全校生徒 126人 ， 内 ， 在籍生徒

は 13 人。通 常学級 4 学級 。 特別 支援学級 3

学級。それ以外に 著 し い 行動上 の 問題 を現 し

て い る生徒が 8 人 い る。

　 B 中学校 は，校 区に被差別 部落 を含む学校

で あ り，「同和教育推進 校」 の 伝統 を持 っ
。

子 ども
一

人
一

人 を大切 に し，子 どもに寄 り添

い ，家庭 や地 域 と ともに課題 を解決す る こ と

を大 切に して きた 。 学校に は，障害の ある子

どもだ けで は な く，厳 しい 家庭環 境にある子

ども ， 被差別 の 立場に あ る 子 ど も，外 国人 の

子 どもな ど多様な社会的背景 を持 つ 子 どもが

通 っ て い る 。

　 B 中学校で は ， 小 中
一

貫 の 利点 を生か し て ，

ピ ア サポー トに取 り組み，小 中の 教員が歩み

寄る こ とで ， 小 中の 間にある段差 を解消 し，

多面的 で 複眼 的な生徒理 解 を可 能に し て き

た。 さらに，「同和教育推進 校」 時代か ら培

われ て きた 「地域 の 子育て ネ ッ トワーク 」 と

連 携 を密 にす る こ とで ， 地域 ぐるみ で 課題の

あ る子 どもを支援 して きた。こ の よ うに 地域

と小 中の 教職員が
一体 とな っ た包容力の ある

学校文化の 中で ，多様な子 どもた ちを排 除す

る こ とな く包摂 し よ うと し て きた。

　ただ ，時 と して ， 生徒の 逸脱行動が顕著に

現れ，困難な状況に直面する こ ともあ る 。 そ

して，近年，その よ うな子 どもの 逸脱 行動 が

「発 達障害」 と して 読み 込 まれ る傾向，即ち

「医療化 」 現 象が進ん で い る こ とは気 にな る

と こ ろ で ある 。

（2 ）イギ リス の 「特別 な ニ ーズ教育」 実践

　イギ リス で は ， 1978 年 の 「ウ ォ
ー

ノ ッ ク

報告 （Warnock　 Report）」 とそれ に続 く 1981

年教育法以 降 ， 特別な支援 の 対象 を障害の 有

無 で は な く，SEN （Special　Educational　Needs
＝ 特別な教育的 ニ ーズ） と い う概念で 捉える

こ とに な っ た。 さらに ，1997 年 労働党政権

下 で グリ
ーン ペ ーパ ー 「す べ て の 子 どもに卓

越 を
一特別 な教育的 ニ ーズ へ の 対応

一
」 が 出

され ，「サ ラ マ ン カ宣言 」 を支持す る こ とが

表 明 され て い る。

　  C 小学校

　 C 小学校で は，全校生徒 350 人 中，EHCP

（以前の
， Statement）保有者が 20 人 ，

　 SEN

Support（以 前 の School　 Action と School

Action　 Plus）が 90 人 と ， お よそ 3 分の 1 が

SEN を有 して い る。教師は 20 人 ，　TA （Teacher

Assistant） も 20 人い る，

　 こ の 学校 の
一

番の 特徴は ，
”Forest　 School「「

と呼ばれ る学校 の 敷地 内の 片隅に 設け られ た

ロ グ ハ ウス で の 実践で ある。こ の 建物で ，SEN

の あ る 子 ど も を抽 出 し て の Thrive　 Group

Activityと呼ばれ る専門的なケ ア と，全 児童

対 象の 自然教室 が行われて い た 。 授業は ， ど

こ の 学年で も小グル ープ活動で あ っ た 。 特に ，

Math と Englishは ，3 つ か 4 っ の グル ープ に

分 けて の 習熟度別 少 人 数指導 が 行われて い

た 。
SEN の あ る 子 ど もは ほ とん どが 下位 の

グル
ープに入 れ られ て い たが ，オ ープ ン な教

室環境 と常時小 グル
ープ活動が行われて い る

こ とか ら，あま り際立 っ こ とは なか っ た。

　  D 中等学校

D 中等学校 は，生徒数 1300 人，教員数は専

任 95 人，非常勤 10 人 ，
TA21 人 の 大規模 な

中等学校で あ る 。
11 歳か ら 19 歳ま で が 通 っ

て い る。EHCP （また は statement ）保 有者 は 45

人 ，SEN 　Supportが 74 人，　SEN 　Concem が 136

人 で ある。

　
”Streaming” と呼 ばれ る習熟度別 ク ラ ス 編成

が 徹底 され て お り，特に Math や Englishは ， 1

学年が習熟度別 に 7 〜 8 ク ラ ス に 分けて 実施

され て い た 。 13−14 歳対 象 の English の 最 も

レ ベ ル の 低 い ク ラ ス は ， 生徒 11 人 全員 が

SEN 　 Support以 上 に 該 当 し ， 内 5 人 は

Statementを保 有 し て い た。 レ ベ ル が 下が る

ほ ど生徒数 は少 な くな り ，
TA の 数 は増 え る。

下 に手厚 い こ とは確か で あ る が
， 最下層 の ク

ラ ス に SEN の 子 どもが集め られ て い る状況

に は ， 違和感 を覚えた。

4 ．考察

　大 阪 の 「原 学級保障」 の 実践 とイ ギ リス の

「特 別 なニ
ーズ 教育」 の 実践は ，い ずれ も障

害の ある者 だ けで はな く ， 様 々 な課題 を現 し

て い る子 どもをも含め て ，す べ て の 子 どもを

包摂 しよ うと して い る点で は共通 し て い た 。

　 しか し，大阪 の 「原 学級保障」 の 実践が集

団生 活を通 して 互 い の 間に あ る差異 を理解 し

合 うこ とを重視 し て い た の に比 し，イ ギ リス

の 「特別 なニ ーズ 教育」 の 実践は小 グル
ープ

や抽 出指導に よ り個の ニ ーズ に応 え る こ とを

重視 して い た。

　小 学校 と中学校 を比較 し た とき，中学校 の

方 が問題 が よ り顕著に現れ る こ とは共通 して

い た。しか し，大阪 の 「原学級保障 」 の 実践

で は ， 秩序維 持の 難 し さとそ れ を統 制す るた

め の 「医療化」 の 進行 が認 め られた が，イ ギ

リス の 「特別 な ニ
ーズ 教育」 の 実践で は ，

”Streaming’ に よ り学校内 で 分離 ・別 学が 常態

化 す る とい う形で 問題 が現れて い た。

（本 研 究 は ，2014 ・2015 年度 金 城学院大 学 特 別 研

究 助 成 費 ・金 城 学 院 大 学父 母 会特別 研 究助成費 を受

けて 行 っ た 研 究 成 果 の
一

部 で あ る。）
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